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１ 教育に関する事項 

（１）各委員会の運営 

① 教育課程編成委員会の運営 

・介護福祉科 

委員からの意見を元に卒業学年を対象にストレスマネジメントについての講義を実施した。ま

た、介護現場でパソコン操作の機会が増えているとの意見から通常のパソコン操作に加え、電子

メールの送信について講義を実施した。 

・薬業科 

委員からの意見を元に資格試験を受験する前から、資格を取得する意義や将来のビジョンにつ

いて話をし、モチベーションの向上に繋げた。 

・こどもマイスター養成科 

委員からの意見を元に、ストレスチェックと対処法についての講義を行った。また、週案・月

案の学習時、学生自身が経験した場面を取り入れる工夫を行った。 

② 学校関係者評価委員会の運営 

・教育活動及び学校運営は適切に行われているとの評価を得た。今後も高い資格取得率、早期就職内

定を目指し指導を継続する。 

③ 自己評価委員会の運営 

・学生からの授業評価において、「授業内容は役に立つ」と感じている割合と「入学して良かった」と

感じている割合に差が見られた。結果を元に学校でしか学べない授業を企業と連携しながら実施し

た。 

（２）学生指導の強化 

・担任と教務が連携し、学業不振者への個別指導を行った。 

・介護福祉士国家試験合格率は 90％（10名が受験し、9 名が合格。昨年は 18名が受験し、全員合格）

であった。 

・薬業科において、登録販売者の合格率は 93.8％（17 名中 15 名合格。1 名希望せず）。昨年度実績

91.7％（12 名中 11名合格）。1学年は 33名が受験し 12 名が合格。調剤報酬事務専門士試験は 100％

（昨年は 100％）、メンタルヘルス・マネジメント検定試験Ⅲ種合格は 41.9％（昨年は 94.4％）であ

った。 

・こどもマイスター養成科については 3 月に全員卒業し、保育士を取得した。幼稚園教諭二種は希望

者 19 名が取得した。 

・認知症サポーター研修を 1 月 16 日に実施し、介護福祉科 2 年、薬業科 1・2 年、こどもマイスター

養成科 2 年生が受講した。 

（３）各種行事の開催 

・新型コロナウイルス感染対策の為、行事の縮小や中止の措置がとられたが、以下の行事を実施した 

４月  ８日 入学式（縮小） 

５月 １２日 避難訓練 

５月 １８日 校外研修（野外炊事のみ） 

９月 ２２日 ３校合同運動会は中止。各科で運動会に代わる行事を行った。 

１０月８・９日 ３校合同学園祭（時間短縮、規模縮小） 

２月 １８日 卒業発表会（こどもマイスター養成科） 

２月 ２０日 ２年生を送る会（各科） 

２月 ２１日 研究発表会（介護福祉科） 

３月  ７日 卒業式（縮小） 

（４）学生支援 

① 就職率１００％の早期達成 

・早期に就職内定へ繋がった学生も多かったが、年度内に就職率１００％を達成することはできなか

った。 

② 大学への編入希望者への支援 

・令和 4 年度、大学への編入希望者はいなかった。 

③ 学生の支援体制の確立 

・担任を中心に学生の経済状況及び生活状況を把握し、相談体制を確立して支援を行った。 

（５）教員の能力開発 

① 外部研修会への参加及び内部研修の実施  
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・令和 4 年 6月～令和 5年 1 月 介護教員講習会 1名参加 

・令和４年９月２２日 介護福祉士養成施設協会東北ブロック研修会「介護福祉士養成教育の未来展

望」２名参加 

・令和 4 年 11 月 19・20 日 全国保育士養成協議会東北ブロックセミナー「保育現場と保育士養成校

の「保育の質の向上」のための連携協働 それぞれの主体性の発揮と互恵性をめざして」 4名参加 

・令和 4 年 11 月 17 日 日本介護福祉士養成施設協会主催「進化・深化する介護、ケアの力～養成教

育の持続的発展をめざして～」1 名参加 

・令和 4 年 12月 15日 一般社団法人日本医薬品登録販売者協会主催「2022 年度登録販売者資質向上

研修」1名参加 

・令和 5年 3月 29 日  校内教員研修「高等学校におけるスクールカウンセラーの役割と課題」5名

参加 

② 教員の上級資格の取得支援 

・上級資格取得者はいなかった。 

（６）授業概要の検討 

・来年度へ向けて、授業講義内容の整理や担当していただく外部講師の再検討を行った。また、選択

授業についての見直しを行なった。 

２ 教育環境 

（１）職能団体及び関連企業、施設との連携の強化 

・11 月 29・30 日、職能団体からの依頼を受け、外国人留学生を対象とした講習会の講師を務めたほ

か、関係団体へ校舎の貸出を実施した。 

（２）こどもマイスター養成科の幼稚園教諭通信課程（短期大学）との併修提携の推進 

・学生の情報や成績のやり取りがスムーズに行えるよう取り組んだ。 

（３）各委員会の推進及び意見の活用 

① 学校関係者評価委員会の開催  第１回 令和 4年 9月 09日 

第２回 令和 5 年 2月 03日 

② 教育課程編成委員会の開催   第１回 令和 4年 9月 09日 

第２回 令和 5 年 2月 03日 

③ 自己評価委員会の開催     第１回 令和 4年 7月 20日 

第２回 令和 5 年 1月 20日 

（４）自己点検・自己評価及び情報公開の推進 

① 自己点検実施日  令和 4年 12月 

② 授業評価実施日  令和 4年 12月 

③ 自己評価実施日  令和 4年 12月 

（５）ＩＴ環境の整備 

・全教員がパソコンを使用し、各科ごとにフォルダの作成。情報共有を行うことで業務の効率化を図っ

ている。 

３ 学生募集 

（１）オープンキャンパス等の開催 

・検温や手指消毒等感染症対策を徹底しながら、高校生向けのオープンキャンパスを毎月実施した。 

・中学生も含めた体験授業、ガイダンス、高校へ訪問しての模擬授業や本校内での体験授業を実施し

た。 

（２）メディアの活用 

・テレビ CM、ホームページ、各種 SNS（ツィッター、フェイスブック、ユーチューブ、ライン）を活

用し認知度を上げている。 

（３）入学生の確保 

・広報の職員とともに、一丸となって入学者の増加となるよう努めた。 

・離職者等再就職訓練事業及び教育訓練給付制度の委託事業の受け入れ及び実施を行い、令和４年度

は介護福祉科で 3名、こどもマイスター養成科で 3名の離職者訓練生の受け入れを行っている。 

４ その他 

（１）情報公開 

・ホームページに行事やオープンキャンパスなどの様子を掲載した。 

（２）ボランティア活動による社会貢献 

・6 月に第 24 回岩手県障がい者スポーツ大会の運営スタッフボランティアとして学生 12 名が参加し
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た。 

・3月 6日に地域の清掃活動を実施した。 

（３）卒業生への支援 

・同窓会が中止となり、卒業生のキャリアアップ研修会も実施を見合わせた。 

（４）その他委託事業等の実施 

・公共職業訓練（委託訓練）では、介護福祉士及び保育士訓練コースに申請を行い、受託候補者に選

定されている。 

 


